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ジー・材料分野への国家予算は 881 億円と、科学技術関係予算総額 1 兆 6,869
億円の 5.2％を占め、2001 年には 2.9％であったので、かなりの伸び率となっ
ていた。しかし、2010 年以降はわが国のナノテク分野への国家予算は、事業
仕分けの影響もあり大幅に押さえられてきているのが実態である。
一方、米国では 2012 年度予算案における NNI は、対 2010 年度実績比
10.4% 増の 21.32 億ドルが要求されており、緊縮財政を強いられているオバマ
政権においても引き続き戦略的な重点投資が行われる。また、EU では、2007 
年から 2013 年の FP7 で、「ナノサイエンス・ナノテクノロジー・材料・新製
























































































































































オプトウエア株式会社は 1998 年 11 月に足利市に設立され、売上高は 1 億



















及び販売を目的に設立されており、1983 年 9 月にポリゴンレーザースキャナー





















































































したい」と考えて、一緒に創業した。3 ヶ月後に 1 人増えて、さらに増えてと















μm 単位での 3 次元計測が必要な CPU 基盤などの半導体関連の高速検査機も
得意とし、nm 単位の計測装置も手掛けている。
レーザープリンターに応用されているポリゴンミラーはアルミ製の鏡（通常




用にアルミを研磨して鏡面加工をしており、当時 1個 150 万円／台にもなって
いたが、切削加工だけで鏡面仕上げを可能にすることで 1 万円／台にコストダ
ウンされた。現在ではレーザープリンター用ポリゴンミラーは中国工場で大量
に作っており、ミラー面の平面度要求が低い（300nm 程度）ので 500 円／台
以下にまでコストが下がっている。




























































































れるが、それが量産に移ったときに ､100 万個／月の量を 1 個ずつ電子顕微鏡











手で測っていて 1 個検査するのに 1 分かかっていたものを 0.2 秒間／個に短縮
している。

















































































また、イノベーションジャパン（JST と NEDO の主催の大学見本市）が国
際フォーラムを会場として開催されているが、そこでは各大学の研究成果を











大学 ､ 立命館大学など 5 校ほどと付き合いがある」という。しかし、「NTT の
研究所に在籍していた研究員が立命館とか ､九州大学などに移られて、以前か
らの人的つながりで交流が続いている」とのことで、もっぱら個人的な人脈





















てて ､ 干渉を見れば 10nm まで見えるという科学的な知識は確認できるが、「お
客さんは『1 個／秒で検査をして不良品をはじいて欲しい』というのが要望で































































































青は 0.4μm ぐらいで ､これを物差しにするとスケールが 400 nm とか 600 nm
なので、例えば 400 nm の光が当たって帰って来るときに、行く光と帰る光で









のハードディスクの磁気ヘッドと相手との空間は 10 ～ 20 nm ぐらいで浮いて
いる。20 年前の 10MB ぐらいのヘッドは窒素ガスの中で 5μm ぐらい浮いて
いた。現在も窒素ガスの中だが、ヘッドの部分の形状が特殊な形に設計されて




















な会社が 300 社ぐらい集まり展示する展示会が、年 2 回開催されている。パシ
フィコ横浜（みなとみらい）を会場に「国際画像機器展」（12 月）、「画像セン













れる方が多く、少ない年でも 100 件ぐらい ､多い年で 300 件ぐらいにもなる。
1 回の展示会で名刺を置いて ､ 具体的な話になるのが少なくても 50 件、多
いときには 80 件ぐらいになる。中には困っていて持ち込んでくる人もいる。
この展示会の主催は民間であるがこれらの展示会で同社が 3 次元計測関係の














































原稿依頼など、毎月３～ 4 本の査読が来るので ､ 論文を読んでいて、面白けれ
ば直接電話をして ､ 査読以外にもお付き合いをしている。学会論文は社員全員
でみれば今までに 20 本ぐらい掲載されている。1 人はアメリカの SPIE（The 

















































































































































ている。具体的には 2007 年度に全体の 13％であったグリーンイノベーション
事業の売上高比率を、2013 年には 30％に、2020 年近傍では約 33％に向上する
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6GPa ぐらいに上昇し、さらに 2000 年頃にはナノサイズの欠陥抑制が可能と
なったために、3 倍以上の 10GPa ぐらいに上昇している（図 10 参照）。今や、
世界一の強度を誇っており、現在東レは世界一の炭素繊維メーカーになってい
る。
1 トンの炭素繊維を作るのに約 20 トンの炭酸ガスが発生するが、それを樹
脂との複合材料である CFRP 化して自動車の 17％に利用すると ､ 約 30％の軽
量化ができて 10 年間でのライフサイクル CO2 削減効果は 50 トンとなる。同
じく、飛行機に CFRP を 50％使用すると約 20％の軽量化ができて、約 1400
トンものライフサイクル CO2 削減効果になる。
PAN 系高性能炭素繊維は 1961 年に大阪工業技術試験所の進藤昭男博士が基
本原理を発表し、東レはこの頃から本格的な研究に着手し、1971 年に本格生
産を開始している。当初は釣り竿、ゴルフクラブに使われていたが、75 年に
はボーイング 737 の二次構造材として採用され、ボーイング 777 には 7 トン、













水処理の分野では、逆浸透膜（RO 膜）のコンセプトは 1953 年に発表され
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よって、基本特性を変えて、耐熱性を 100℃以上でも使えるように上げ ､ 加水
分解性も抑えたことで、使いにくかったポリ乳酸がもろもろの材料に使えるよ
うになっている。
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産学連携も含めた社外連携は 150 件以上あり、大学 ､ 公的研究機関関係が
40％（約 60 件）、企業が 40％である。残りの 20％はベンチャー企業とか、病
院とかである。ナショナルプロジェクトは図 13 のように 30 件強で推移してい
















































































NTT-AT ナノファブリケーション（株）は NTT から見れば孫会社にあたる。
親会社にあたる NTT アドバンステクノロジー（株）は表５に示すようなもの




NTT-AT ナノファブリケーションは NTT アドバンステクノロジー（株）の
100％子会社として、2003 年 4 月に設立されており、事業分野は表６のように
ナノ領域の微細加工を中心とした応用領域である。資本金は 2 億円、売上は 8





　1976 年（昭和 51 年）12 月に設立され、資本金 50 億円（日本電信電話株式会社












＊  NTT-AT システムズ株式会社（資本金 9,500 万円、従業員数 61 名、2000 年 10
月設立）
＊ NTT-AT テクノコミュニケーションズ株式会社（2 億円 ､97 名、2000 年 10 月）
＊ NTT-AT アイピーシェアリング株式会社（2億円 ､130 名、2001 年 8 月）
＊ NTT-AT クリエイティブ株式会社（9500 万円、2002 年 7 月）
＊ NTT-AT ナノファブリケーション株式会社（2 億円 ､2003 年 4 月）






























 　X 線フレネルゾーンプレート、X 線チャート、透過型回折格子、メンブレンチッ
プ



































































従業員は 56名（2009 年 4月現在）で、3分の 1ぐらいが NTT の OB の再雇用、
3 分の 1は NTT-AT からの出向者、そして残りの 3 分の 1 が独自採用組（営業・
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（1）ナノは長さの単位であるが、1mm ＝ 1000μm、1μm ＝ 1000nm となる。
ナノテクノロジーが対象とするのは 100 ナノメートル未満の領域である。
つまり、1nm は 10 億分の 1m である。地球の大きさを基準にすると 10
億分の 1 の大きさはほぼ 1 円玉に相当し、人の身長を基準にしたなら 10


















（7）この事例部分は 2009 年 10 月 7 日のインタビュー調査結果による。
（8）詳しくは、松島茂「産業構造の多様性と地域経済の《頑健さ》－群馬県
桐生市、太田市および大泉町のケース」橘川武郎他編『地域からの経済
再生－産業集積・イノベーション・雇用創出』有斐閣、2005 年 4 月を参照。
（9）COPAL ELECTRONICS の HP より http://www.copal-electronics.com/j/
profile/index.html（2010/01/08）
（10）『下野新聞』2009 年 10 月 1 日より
（11）『日本経済新聞』首都圏経済･栃木　2004 年 6 月 24 日




（13）この事例は 2009 年 10 月 9 日のインタビュー調査結果による。




「『技術戦略マップ２００９』の策定について」経済産業省、平成 21 年 4 月















テクノロジー総合支援プロジェクトセンター、平成 18 年 3 月
長岡貞男、塚田尚稔（2011）「研究開発のスピルオーバー、リスクと公的支援








書」JFE テクノリサーチ、平成 20 年 3 月
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The age of information technology (IT) followed the age of electronics; 
the nanotechnology age is expected in the near future. Until around 2009, 
many government projects were implemented in the nanotechnology 
field. Later, while the Japanese government's budget for nanotechnology 
development was reduced, the United States, EU countries, China, Korea 
and other countries continued expanding their research and development 
investment. Japan was left far behind by the United States and China in 
terms of the numbers of published papers and patents, which is a matter of 
great concern.
Japanese corporations, however, are known for their strength in 
commercializing nanotechnology; in recent years, business projects 
applying nanotechnology are becoming plentiful. This report introduces 
rapidly occurring nanotechnology innovations and nanotechnology 
commercialization case studies where nanotechnology is used in business, 
examining how government policies can and should support such 
businesses.
Many advanced technology companies consider trade shows as technology 
exchange forums, where they can exchange technological information 
with researchers from other companies, universities and other such 
research institutions. The forums are not merely for business negotiations; 
advanced technology companies are working hard to build a network of 
personal contacts. To help them apply their technology to business projects, 
policies that encourage companies to participate in trade shows, including 
ABSTRACT
Commercialization of nanotechnology; 




assistance with exhibition fees, are effective.
The government has been arranging for and working to build an industry-
government-academia alliance, but such alliance building has never 
worked. Helping university researchers and private research institutes 
build networks in academic societies, which lead to joint research projects, 
is more important. An American study analyzed published papers and 
patent information and found that networks of researchers and corporate 
engineers are built around key researchers. The Japanese government's 
fostering of the industry-government-academia partnership should consider 
such network building. For this, academic societies where experts gather 
together are required to be more active.
In order to drive nanotechnology innovation, which will be the next-
generation scientific technology, it is important that mass media and the 
public stay interested in and keep supporting technology development 
and advanced technology, rather than leaving them to experts. Otherwise, 
attracting excellent human resources to advanced technology fields will be 
difficult.
　227
Hosei University Repository
